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追に飛来し＿その後本）廿にも渡ってきます、北海造の凪辺派、青森
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的に来て越冬する茫しして（す畠山市山本の田尻茫が知られてい呑

す。詔如妬年から毎年10 羽桂がさていよす。昨年は12 目3 日に5哨

がやってきて、その後9覗が加わりよし仁。詔知31 年から4G 年こか
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